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Sernial Dilutions of Antibody
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、軟骨および眼の硝子体に含まれる線維状コラーゲンであるII型コラーゲンのα1鎖をコードしています。この遺伝子の変異は、軟骨無形成症、軟骨異形成症、早期発症型家族性変形性関節症、先天性SED、ランガー・サルディーノ軟骨無形成症、クニースト骨異形成症、スティックラー症候群I型、およびストラドウィック型脊椎骨端骨端異形成症と関連しています。さらに、このコラーゲン分子のCプロペプチドであるカルシウム結合タンパク質であるコンドロカルシンのプロセシングにおける欠陥も、軟骨異形成症と関連しています。この遺伝子には2つの転写産物が同定されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	Hela（1）、MCF-7（2）、A549（3）、Jurkat（4）、およびK562（5）細胞溶解物に対するCOL2A1マウスmAbを使用したウエスタンブロット分析。
	

	COL2A1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	COL2A1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。

